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［
国
有
林
野
管
理
課
］
高
山
植
物
は
、
厳
し
い

環
境
と
短
い
生
育
期
間
に
小
さ
な
草
丈
に
色
鮮

や
か
で
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
貴
重
な
植
物

で
、
夏
山
を
訪
れ
る
登
山
者
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
管
内
は
、
北
・
中
央
・
南

ア
ル
プ
ス
を
は
じ
め
多
く
の
山
岳
地
が
あ
り
、

多
く
の
貴
重
な
高
山
植
物
の
宝
庫
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
登
山
者
か
ら
の
採
取
や
踏
み
荒
ら
し
等

か
ら
高
山
植
物
を
守
る
保
護
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

保
護
活
動
は
森
林
管
理
署
員
の
他
に
富
山

署
・
中
信
署
・
飛
騨
署
で
そ
れ
ぞ
れ
昭
和

四
十
五
年
頃
か
ら
グ
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
員

（
以
下
Ｇ
Ｐ
員
）
を
、
ま
た
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
は
新
規
事
業
の
「
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
（
以
下
Ｇ
Ｓ
Ｓ
）
」
を
雇
用
し
、

立
入
規
制
の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
の
設
置
、
植
物

保
護
や
登
山
者
の
マ
ナ
ー
の
啓
発
、
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
富
山
県
の
室
堂
を
中
心
と
し
た

立
山
、
薬
師
岳
、
朝
日
岳
等
で
大
学
生
や
山
小

屋
関
係
者
等
の
Ｇ
Ｐ
員
二
十
三
名
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ

十
七
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
県
の
北
ア
ル
プ
ス
は
白
馬
岳
、

上
高
地
、
乗
鞍
岳
。
中
央
ア
ル
プ
ス
は
木
曽
駒

ヶ
岳
、
空
木
岳
。
南
ア
ル
プ
ス
は
塩
見
岳
な
ど

の
多
く
の
山
岳
で
大
学
生
、
退
職
者
、
山
小
屋

関
係
者
等
の
Ｇ
Ｐ
員
十
七
名
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ
三
十
四

名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
岐
阜
県
の
白
山
、
穂
高
、
焼
岳
、

乗
鞍
岳
、
御
嶽
山
、
恵
那
山
で
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
・
地
元
山
岳
会
員
等
の
Ｇ
Ｓ
Ｓ

二
十
三
名
が
保
護
活
動
を
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
乗
鞍
岳
、
御
嶽
山
、
美
ヶ
原
で
は
、
各
署

の
関
係
署
員
と
Ｇ
Ｐ
員
、
関
係
機
関
に
よ
る
合

同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
パ
ト
ロ
ー
ル
員
間
の

連
絡
や
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
の
違
反
内
容
の
と
り
ま
と
め
で

は
、
近
年
は
登
山
者
の
マ
ナ
ー
が
良
く
な
り
踏

み
荒
ら
し
や
ゴ
ミ
捨
て
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
相
変
わ
ら
ず
悪
質
な
植
物
の
盗
採
が
見
ら

れ
、
写
真
撮
影
の
た
め
の
立
入
禁
止
区
域
へ
の

侵
入
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
民
の
森
林
で
あ
る
国
有
林
に
貴
重

な
高
山
植
物
が
変
わ
ら
ぬ
姿
で
咲
き
続
け
る
よ
う

に
保
護
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
霊
峰
御
嶽
山
を
管
理
す
る
木
曽

署
・
岐
阜
署
は
七
月
二
十
四
日
、
飛
騨
頂
上
・

五
ノ
池
周
辺
に
お
い
て
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
北
ア
ル
プ
ス
、
白
山
等
の
峰
々
が

一
望
で
き
る
快
晴
の
中
で
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
（
森
林
保
護
員
）、
木
曽
・
岐
阜

森
林
管
理
署
関
係
者
十
名
が
参
加
し
、
登
山
者

へ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
高
山
植
物

等
保
護
へ
の
協
力
に
つ
い
て
呼
び
掛
け
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
ノ
池
〜
継
子
岳
、
四
ノ
池
の
登
山

道
に
は
、
高
山
植
物
保
護
の
た
め
に
グ
リ
ー
ン

ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
お
り
、
古
く
な
っ
た
ロ
ー

プ
の
張
り
替
え
や
新
た
な
進
入
禁
止
ロ
ー
プ
の

設
置
、
立
入
禁
止
看
板
を
新
た
に
設
置
す
る
な

ど
保
全
活
動
も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
国
有
林

で
は
『
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
』（
延

べ
約
七
十
人
）
を
配
置
し
、
御
嶽
山
に
お
け
る

き
め
細
か
な
森
林
の
保
護
保
全
活
動
（
ゴ
ミ
の

投
棄
、
森
林
へ
の
踏
み
荒
ら
し
、
高
山
植
物
の

摘
み
取
り
、
登
山
道
の
荒
廃
な
ど
の
防
止
）
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
各

署
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、
御
嶽
山
一
帯
を
共

通
の
意
識
を
持
っ
て
保
護
保
全
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
指
導
普
及
課
］
中
部
森
林
管
理
局
は
、
小
中

学
校
で
の
「
総
合
的
な
学
習
」
に
お
け
る
森
林

環
境
教
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
教
職
員
の

方
々
を
対
象
と
し
て
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る

知
識
を
深
め
、
森
林
環
境
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成
等
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
管
内

の
各
地
域
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
体
験
学
習

研
修
会
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
地
域
に
お
け
る
研
修
会
等
の
様
子

は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
木
曽
地
域

 

［
木
曽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］
八
月
三
日
、
木

曽
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
木
曽

地
方
事
務
所
林
務
課
が
合
同
で
、
木
祖
村
の
小

木
曽
国
有
林
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業
体
験
学

習
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
地
域
の
九
つ
の
学
校
か
ら
総
勢

二
十
四
名
の
参
加
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
、
ブ
ナ
等
の
多

種
・
多
様
な
林
相
を
呈
し
て
い
る
「
水
木
沢
郷

土
の
森
」
で
、
原
始
の
森
コ
ー
ス
と
太
古
の
森

コ
ー
ス
の
二
つ
の
遊
歩
道
を
散
策
し
な
が
ら
、

動
植
物
の
観
察
や
森
林
の
機
能
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
鉢
盛
山
の
麓
、
味
噌
川
ダ
ム
上

立山室堂でのパトロールの様子

パンフレットを配布するスタッフ

　

高
山
植
物
保
護
活
動
の
実
施 

 　
　

︱
貴
重
な
高
山
植
物
を
守
る
た
め
に
︱

　

御
嶽
山
（
長
野
・
岐
阜
両
県
側
全
域
）

　
　

森
林
保
全
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

 

総
合
的
な
学
習
で
の
取
り
組
み
を
！

　
　

森
林
・
林
業
体
験
学
習
研
修
会
を
開
催
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流
に
移
動
し
、
二
十
八
年
生
の

ヒ
ノ
キ
林
に
お
い
て
除
伐
Ⅱ
類

作
業
を
体
験
学
習
し
ま
し
た
。

　

ノ
コ
ギ
リ
な
ど
の
使
用
方
法

や
除
伐
の
意
味
な
ど
の
説
明
を

行
い
、
作
業
を
体
験
す
る
と
と

も
に
、
森
林
整
備
の
内
容
や
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
て

も
ら
い
、
作
業
終
了
後
、
校
庭

な
ど
に
あ
る
樹
木
の
大
き
さ
な
ど
を
、
生
徒
達

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
身
近
に
あ

る
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
二
等
辺
直
角
三
角
形

の
定
規
と
巻
き
尺
を
用
い
て
、
木
の
高
さ
の
測

り
方
を
実
演
し
研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

  

参
加
し
た
教
職
員
の
皆
さ
ん
は
、
充
実
し
た

研
修
会
の
内
容
に
満
足
し
た
様
子
で
、「
普
段

経
験
で
き
な
い
貴
重
な
研
修
で
あ
り
、
今
後
の

学
習
へ
活
か
し
て
い
け
る
内
容
で
し
た
。」、

「
森
林
整
備
を
体
験
し
て
、
森
林
を
守
る
こ
と

の
大
切
さ
や
森
林
の
良
さ
を
実
感
し
た
。」
な

ど
と
感
想
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

○
上
小
地
域

 

［
指
導
普
及
課
］
八
月
七
日
、
指
導
普
及
課
、

東
信
署
、
上
小
地
方
事
務
所
の
職
員
が
、「
湯

ノ
丸
高
原
自
然
休
養
林
」
に
お
い
て
森
林
・
林

業
体
験
学
習
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
東
御
市
内
の
小
学
校
教
諭
等
が
参

加
し
、「
池
ノ
平
湿
原
」
で
動
植
物
の
観
察
や

森
林
の
機
能
な
ど
の
学
習
を
行
っ
た
後
、
近
く

の
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
に
お
い
て
、
除
伐
Ⅱ
類
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
に
先
立
ち
、「
作
業
の
安
全
確
保
」
や

「
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
道
具
の
使
用
方
法
」
の
説
明

を
受
け
た
先
生
方
は
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
作
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
間
伐
木
や
そ
の
枝
を
使
っ
て
昆
虫

や
動
物
な
ど
の
木
工
ク
ラ
フ
ト
作
成
を
行
い
、

先
生
方
か
ら
は
、「
伐
採
作
業
は
た
い
へ
ん
な

こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。」、「
児
童
が
自
然
に

出
て
い
ろ
い
ろ
な
植
物
と
ふ
れ
合
う
こ
と
が
大

切
だ
。」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
多
く
の
教
職
員
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
み
、
学
校
の
総

合
学
習
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

○
高
山
地
域

 

［
飛
騨
署
］
八
月
七
日
、
高
山
市
一
之
宮
町
宮

国
有
林
に
お
い
て
、
高
山
市
の
小
学
校
の
教
育

に
携
わ
る
八
名
を
対
象
に
、
岐
阜
県
飛
騨
農
林

事
務
所
と
連
携
し
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
等
の
森

林
環
境
教
育
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
、
当
署
の
「
遊
々

の
森
」
と
岐
阜
県
の
「
緑
の
こ
ど
も
会
議
」
の

活
動
な
ど
、
比
較
的
先
生
が
受
け
身
的
で
あ
っ

た
も
の
を
、
飛
騨
地
域
で
さ
ら
に
子
供
た
ち
へ

の
森
林
環
境
教
育
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
飛
騨
農
林
事
務
所
と
定
期
的
な
打

合
せ
を
進
め
、
県
の
教
育
事
務
所
に
も
働
き
か

け
を
行
う
中
、
高
山
市
教
育
委
員
会
の
協
力
を

得
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

先
生
方
に
は
「
子
供
た
ち
と
森
林
を
結
ぶ
パ

イ
プ
役
」
と
し
て
教
室
、
校
庭
、
近
く
の
公
園

で
手
軽
に
取
り
入
れ
て
も
ら
え
る
ゲ
ー
ム
や
教

材
に
よ
り
、
自
ら
が
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
勉
強
し
て
、
森
林
の
中
で
様
々
な
葉

を
集
め
て
行
う
「
葉
っ
ぱ
っ
ぱ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」

や
森
の
落
と
し
物
を
探
す
「
宝
さ
が
し
」、
自

然
の
風
景
を
感
じ
取
る
「
カ
メ
ラ
ゲ
ー
ム
」
な

ど
五
感
を
使
っ
て
森
林
と
触
れ
あ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
先
生
か
ら
は
、「
子
供
た
ち
と
森

林
へ
入
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
子
供
と
森
林
の
ふ

れ
あ
い
方
が
分
か
っ
て
良
か
っ
た
。」、「
森
林

の
中
に
い
る
み
た
い
に
ゆ
っ
く
り
見
た
り
匂
い

を
か
い
だ
り
で
き
、
ま
た
、
い
ろ
ん
な
作
業
を

通
じ
森
林
と
の
結
び
つ
き
が
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

宮
国
有
林
は
清
流
宮
川
の
源
流
と
し
て
、
ま

た
、
高
山
市
の
合
併
に
伴
い
市
街
地
住
民
の

四
十
㌫
の
飲
料
水
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
高
山

市
と
し
て
も
市
街
地
の
近
郊
林
と
し
て
更
に
市

民
と
の
関
わ
り
を
深
め
て
い
く
希
望
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
署
と
し
て
も
宮
国
有
林
を
活
用
し

た
多
様
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
県
、
市
と
連
携
し
開
か
れ
た

国
有
林
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
の
場

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

○
尾
張
旭
地
域

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
八
月
九
日
、
瀬
戸
国
有

林
、
森
林
交
流
館
に
お
い
て
、
尾
張
旭
市
小
中

学
校
教
職
員
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
教
職
員
の
方
に
森
林
・
林

業
の
大
切
さ
や
楽
し
さ
を
、
学
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
学
校
教
育
に
少
し
で
も
取
り
入

れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の

で
す
。

　

研
修
会
に
は
、
尾
張
旭
市
教
育
委
員
会
か
ら

の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
十
五
名
の
教
職
員
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
小
林
所
長
よ
り
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
て

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
職
員
よ
り
国
有
林
の
概
要
、
名

古
屋
事
務
所
が
取
り
組
ん
で
い
る
、「
名
古
屋

シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
」、「
森
林
ふ
れ

あ
い
講
座
」
等
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
森
林
の

働
き
や
森
林
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
小
中

学
生
の
森
林
教
室
等
で
使
用
し
て
い
る
パ
ワ
ー

美しい水木沢天然林の説明に
聞き入る参加者たち

除伐作業では、
テレビ局の取材を受ける

宝さがしで木の葉などの
宝物を見せ合う参加者
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ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
屋
外
に
移
し
、
ヒ
ノ
キ
の

間
伐
材
を
利
用
し
た
丸
太
切
り
体
験
と
壁
掛
け

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
木
の
部
材
や
枝
、
ド
ン

グ
リ
な
ど
を
丸
太
切
り
体
験
で
切
っ
た
輪
切
り

板
に
貼
り
付
け
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
壁
飾
り
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
、
森
林
交
流
館
を
案
内
し
た
後
、

愛
知
県
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
の
青
山
裕
子

会
長
の
指
導
で
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
体
験

し
ま
し
た
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
概
念
に
つ

い
て
学
び
、
実
際
に
い
く
つ
か
の
ゲ
ー
ム
を
体

験
し
、
五
感
を
使
い
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

遊
ぶ
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

猛
暑
の
中
で
の
研
修
会
で
し
た
が
、
参
加
さ

れ
た
教
職
員
の
方
か
ら
は
、「
森
林
へ
の
理
解

が
深
ま
っ
た
」、「
自
然
の
中
で
楽
し
め
た
。」

「
さ
っ
そ
く
学
活
で
や
っ
て
み
た
い
。」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
、
今
後
の
学
校
教
育
に
、
森
林

の
大
切
さ
や
楽
し
さ
が
多
く
の
子
供
た
ち
に
伝

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
研
修
会
を
終
え
ま

し
た
。

 

［
企
画
調
整
室
］
七
月
十
日
と
十
一
日
、
中
部

森
林
管
理
局
と
管
内
の
岐
阜
県
、
愛
知
県
の
林

務
担
当
部
局
担
当
者
と
の
打
合
せ
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
間
伐
の
推
進
等
に
よ
る
多
様
で
健

全
な
森
林
づ
く
り
と
、
国
産
材
の
安
定
供
給
を

通
じ
た
林
業
・
木
材
関
連
産
業
の
振
興
を
図
る

上
で
、
国
有
林
が
率
先
し
て
こ
れ
ら
を
実
践

し
、
民
有
林
施
策
と
連
携
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
長
野
県
、
富

山
県
の
林
政
協
議
会
に
加
え
て
、
岐
阜
県
・
愛

知
県
と
の
協
議
の
場
を
設
け
た
も
の
で
す
。

　

十
日
の
岐
阜
県
と
は
、
中
部
局
と
名
古
屋
事

務
所
か
ら
、
本
年
度
の
事
業
方
針
や
岐
阜
県
内

で
設
定
を
検
討
し
て
い
る
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス

テ
ム
モ
デ
ル
林
、
名
古
屋
シ
テ
ィ
ー
・
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
事
業
等
、
名
古
屋
事
務
所
行
事
予
定
等

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
県
か
ら
は
、
岐
阜

県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
に
基
づ
く
間
伐
推
進

や
人
材
育
成
、
森
林
管
理
委
員
会
が
主
体
と
な

っ
た
森
林
整
備
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
ま

た
、
事
業
実
施
段
階
で
の
国
有
林
と
の
連
携
に

関
す
る
提
案
や
署
等
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
提
供
の

要
請
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

十
一
日
の
愛
知
県
と
は
、
双
方
の
事
業
の
説

明
の
ほ
か
、
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
も
加
わ
り

国
有
林
の
流
域
管
理
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
や
森
林
教
室
の
開
催
、
森
林
組
合

育
成
の
連
携
等
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
会
議
に
お
い
て
も
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
両
県
か
ら
は
、
担
い
手
の
確

保
、
高
性
能
林
業
機
械
の
普
及
、
小
規
模
・
不

在
所
有
者
林
の
団
地
化
な
ど
の
民
有
林
の
課
題

と
地
域
の
実
情
に
根
ざ
し
た
施
策
を
聞
き
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
打

合
せ
会
議
を
開
催
し
相
互
の
情
報
交
換
を
進
め

る
と
と
も
に
、
各
森
林
管
理
署
と
県
の
出
先
事

務
所
や
市
町
村
と
の
間
で
も
、
森
林
整
備
協
定

の
締
結
や
個
々
の
事
業
・
施
策
を
持
ち
寄
り
調

整
す
る
な
ど
に
よ
り
、
国
有
林
野
事
業
と
民
有

林
施
策
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
確
認
し
、
有
意
義
な
会
議
と
な
り

ま
し
た
。

 
［
富
山
署
］
七
月
十
九
日
に
、
国
有
林
野
等
の

関
係
市
町
と
の
意
見
交
換
を
図
る
、
富
山
県
地

域
振
興
団
体
協
議
会
国
有
林
野
等
振
興
部
会
が

市
町
の
首
長
や
中
部
局
・
署
関
係
者
な
ど
が
出

席
し
、
富
山
市
内
の
市
町
村
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
部
会
長
の
伊
東
上
市
町
長
か
ら

森
林
に
は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
保
健
文
化

機
能
な
ど
多
く
の
公
益
的
機
能
が
あ
り
、
こ
の

機
能
を
維
持
増
進
さ
せ
る
た
め
、
民
有
林
・
国

有
林
問
わ
ず
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
必
要
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
小
林
中
部
局

次
長
が
来
賓
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
説
明
で
は
間
島
企
画
調
整
室
長
が
中
部

局
の
取
り
組
み
概
要
を
、
塚
腰
富
山
署
次
長
及

び
熊
沢
流
域
管
理
調
整
官
が
署
の
取
り
組
み
内

容
な
ど
を
説
明
し
、
意
見
交
換
に
移
り
ま
し
た
。

　

各
市
町
か
ら
は
、
緑
資
源
機
構
が
談
合
問
題

で
廃
止
案
が
で
て
い
る
が
、
継
続
す
る
事
業
は

ど
う
な
る
の
か
。
地
域
材
の
利
用
拡
大
を
国
が

率
先
し
て
取
り
組
む
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
、

森
林
整
備
は
長
期
間
継
続
し
た
作
業
が
必
要
で

あ
り
、
現
場
を
熟
知
し
た
地
元
の
労
務
で
行
う

よ
う
入
札
制
度
の
変
更
に
よ
り
適
切
に
対
応
し

て
ほ
し
い
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
加
藤
富
山
署
長
が
、
美
し
い
森
林

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
民
国
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
協

力
を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
あ

い
さ
つ
し
、
盛
会
の
う
ち
に
会
議
を
終
了
し
ま

し
た
。

自然とふれあいながらネイチャーゲームを体験

連絡調整会議の様子

富山県との意見交換会の様子

　

岐
阜
県
・
愛
知
県
と
の

　
　
　
　

連
絡
調
整
に
つ
い
て

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
て  

　
　
　
　

市
・
町
長
と
意
見
交
換
会
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◆
高
校
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
［
飛
騨
署
］
七
月
三
十
日
〜
八
月
二
日
の
四

日
間
、
岐
阜
県
立
飛
騨
高
山
高
等
学
校
環
境
科

学
科
二
年
生
の
奥
洞
さ
ん
、
野
田
さ
ん
の
二
名

が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
国
有
林
野
事
業

の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
岐
阜
県
が
一
昨
年
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
社
会
人
と
し
て
の
豊
か
な
人
間
性
の
育

成
を
目
的
と
し
た
事
業
の
一
つ
で
、
過
去
二
年

間
に
国
有
林
で
四
名
が
就
職
し
て
い
ま
す
。

　

当
署
は
、
広
く
国
有
林
野
事
業
の
取
り
組
み

を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
初
日
は
「
現
場
の

作
業
」、「
観
光
資
源
と
し
て
の
国
有
林
」を
テ
ー

マ
に
、
松
葉
柾
司
町
方
班
班
長
か
ら
話
と
実
作

業
、
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
、
町
方
森
林
官
に
よ

り
乗
鞍
岳
で
の
保
全
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
公
益
的
機
能
の
発
揮
」
を
テ
ー

マ
に
治
山
課
長
及
び
庄
川
治
山
事
業
所
主
任
か

ら
治
山
工
事
現
場
の
見
学
と
実
習
を
大
白
川
国

有
林
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
、「
国
有
林
の
職
場
」
を
テ
ー
マ

に
当
署
職
員
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
も
兼
ね
て
、
昨
年
と
今

年
の
新
規
採
用
職
員
で
あ
る
、
川
久
保
・
目
黒

係
員
か
ら
入
庁
の
動
機
と
職
場
で
の
経
験
を

語
っ
て
も
ら
う
場
を
設
け
、
午
後
か
ら
は
「
美

し
い
森
林
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
業
務
第
二
課

長
、
販
売
係
長
に
よ
り
木
材
の
有
効
利
用
に
つ

い
て
現
地
見
学
を
含
め
て
学
び
ま
し
た
。

　

四
日
目
は
、「
山
の
作
業
と
安
全
」
を
テ
ー

マ
に
甲
森
林
官
に
よ
り
下
刈
と
除
伐
体
験
及
び

請
負
事
業
体
職
員
と
の
交
流
の
ほ
か
、
木
工
ク

ラ
フ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
二
名
か
ら
は
、「
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
を
見
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

周
り
の
人
た
ち
に
森
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と

も
重
要
な
仕
事
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。」、「
国

有
林
は
伐
採
が
主
な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い
ろ
ん
な
現
場
へ
行
っ
て
職
場
の
見
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。
四
日
間
の
経
験
を
通
し
て

自
分
の
進
路
を
し
っ
か
り
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
講
師
も
研
修
の
一
つ
と
位
置
づ

け
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
定
。
初
め
て
講

師
を
し
た
新
規
採
用
職
員
か
ら
は
「
良
い
勉
強

に
な
っ
た
。」
の
感
想
も
、
今
年
の
研
修
生
も

国
有
林
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
こ
と
を
期
待

し
、
四
日
間
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
参
加
し
た
生
徒
の
奥
洞
さ
ん
は

林
野
庁
の
「
森
の
“
聞
き
書
き
甲
子
園
”」
に

応
募
し
選
考
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
地
元
中
学
生
が
保
育
作
業
を
体
験

 

［
東
濃
署
］
八
月
一
日
、
付
知
中
学
校
か
ら
二

人
の
生
徒
が
職
場
体
験
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
付
知
中
学
校
の
一
年
生
が

「
ふ
る
さ
と
付
知
を
知
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
関

心
の
あ
る
地
元
の
職
場
を
体
験
す
る
と
い
う
も

の
で
、
毎
年
夏
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
に
あ
る「
裏

木
曽
古
事
の
森｣

で
古
事
の
森
育
成
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
下
刈
作
業
が
予
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
「
現
場
の
仕
事
が
経
験
し
た

い
。」
と
い
う
生
徒
か
ら
の
希
望
に
よ
り
、
一

緒
に
下
刈
を
体
験
し
ま
し
た
。

　　

森
林
で
の
作
業
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
最

初
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
育
成
協
議

会
会
長
安
江
鉄
臣
さ
ん
か
ら
鎌
の
使
い
方
や
注

意
点
を
教
わ
り
、
下
刈
鎌
を
使
っ
て
丁
寧
に
草

を
刈
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
場
所
を
移
動
し
て
保
育
間
伐
を
行
い

ま
し
た
。
ど
の
木
を
伐
っ
た
ら
良
い
か
自
分
た

ち
で
考
え
な
が
ら
選
木
し
、
鋸
を
使
用
し
て
真

剣
な
表
情
で
木
を
伐
っ
て
い
ま
し
た
。

　

作
業
が
終
わ
る
と
普
段
で
き
な
い
体
験
に
満

足
し
た
様
子
で
、
将
来
は
林
業
に
関
わ
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
頼
も
し
い
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

◆
林
業
の
担
い
手
が
職
場
を
体
験

 

［
木
曽
署
］
長
野
県
林
業
大
学
校
で
は
、
実
習

を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
教
育
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
夏
季
休
暇
中

に
お
け
る
体
験
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
、
当
署
へ
職
場
体
験
を
希
望
し
た
一

学
年
三
名
（
生
駒
豊
文
さ
ん
、
實
崎
遼
太
郎
さ

ん
、
横
山
裕
貴
さ
ん
）
が
八
月
三
日
か
ら
十
日

ま
で
、
管
内
国
有
林
で
各
種
業
務
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

内
容
は
、
歩
道
整
備
や
除
伐
作
業
の
ほ
か

に
、
高
山
植
物
保
護
活
動
（
登
山
者
等
へ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
御
嶽
山
へ
の
清
掃
登
山
）、

中
高
生
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
森
林
教
室
の

補
助
な
ど
様
々
な
分
野
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し

た
。
歩
道
整
備
と
除
伐
作
業
で
は
、
職
員
か
ら

作
業
方
法
及
び
安
全
指
導
を
受
け
た
後
、
下
刈

鎌
や
鋸
等
を
使
用
し
て
作
業
を
行
い
、
ま
た
、

刃
物
の
研
磨
な
ど
、
道
具
の
手
入
れ
の
仕
方
に

つ
い
て
も
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
、三
名
の
学
生
は
、

職
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
黙
々
と

作
業
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
「
大
変
で
し
た
が
、
や
り
甲
斐

金山国有林の休憩小屋前で松葉班長から
山の仕事の話を聞く研修生

足下を確認しながら丁寧に草刈り
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も
あ
り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
作

業
を
体
験
す
る
中
で
、
森
林
管
理
署
の
業
務
や

役
割
が
わ
か
り
良
か
っ
た
で
す
。」
と
い
っ
た

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　

約
一
週
間
と
短
い
期
間
で
内
容
も
多
岐
に
わ

た
り
ま
し
た
が
、
将
来
、
林
業
の
担
い
手
と
な

る
三
名
の
学
生
が
今
回
の
経
験
を
通
じ
、
知
識

の
習
得
と
技
術
の
研
鑽
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
愛
知
県
の
高
校
生
が
木
曽
谷
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

活
動
を
実
施

 

［
木
曽
署
］
学
校
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
八
月

七
、十
日
に
愛
知
県
立
阿
久
比
高
校
、
猿
投
農

林
高
校
生
が
当
署
管
内
の
国
有
林
を
訪
れ
、
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
然
休
養
林
見
学
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

八
月
七
日
の
阿
久
比
高
校
の
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
当
町
が
愛
知
用
水
の
恩
恵
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
流
水
源
地
域
へ
の
森
林

整
備
に
貢
献
し
よ
う
と
平
成
九
年
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
今
年
度
も
学
校
の
呼
び
掛
け
に
賛
同

し
た
生
徒
ら
三
十
五
名
が
参
加
し
、
長
野
県
西

部
地
震
災
害
復
旧
地
「
国
民
の
森
」
に
お
い
て
、

森
林
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
植
栽
後
二
十
年
以

上
経
過
し
た
ヒ
ノ
キ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
樹
種
を

被
圧
し
て
い
る
ハ
ン
ノ
キ
の
除
伐
と
枝
落
と
し

の
作
業
を
中
心
に
、
普
段
で
は
体
験
す
る
こ
と

の
な
い
伐
採
等
を
職
員
の
指
導
の
も
と
、
仲
間

と
協
力
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
月
十
日
の
猿
投
農
林
高
校
は
農
事

見
学
と
し
て
林
産
工
芸
科
一
年
生
三
十
九
名
が

赤
沢
自
然
休
養
林
を
訪
れ
、
休
養
林
の
森
林
植

生
や
森
林
浴
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
木
曽

ヒ
ノ
キ
等
の
約
三
百
年
を
経
過
し
た
森
林
を
目

の
当
た
り
に
し
、
生
徒
達
は
職
員
の
説
明
に
メ

モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入
り
、
ま
た
、
森

林
セ
ラ
ピ
ー
に
関
し
、
森
林
が
人
体
に
効
果
的

な
作
用
を
も
た
ら
す
話
を
す
る
と
大
き
な
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

両
校
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
体
験
活
動
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
森
林
・
林
業
の
役
割
や
重
要

性
に
つ
い
て
、
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
二
日

間
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
愛
知
所
］
当
所
で
は
環
境
教
育
の
一
環
と
し

て
、
例
年
、
森
林
教
室
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
等
と
連
携
し
て
地
域
密
着
型
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
五
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
六
日
ま

で
、段
戸
国
有
林
の
裏
谷
原
生
林
に
お
い
て「
森

の
案
内
人
」
と
し
て
豊
川
市
内
小
学
校
ほ
か

十
五
校
、
約
千
人
を
対
象
と
し
て
森
林
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
達
は
普
段
の
生
活
と
は
離
れ
た
山
の

中
で
、
森
林
の
働
き
や
、
原
生
林
の
自
然
を
目

で
見
た
り
実
際
に
触
れ
て
み
て
「
歩
く
の
は
と

て
も
疲
れ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。」、「
森
林
の

働
き
に
色
々
な
も
の
が
あ
る
こ
と
が
解
っ
て
よ

か
っ
た
。」
と
嬉
し
い
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
も
五
ヶ
月
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
共
催
に
よ
る
、

漁
民
の
森
づ
く
り
や
小
学
生
、
大
学
生
の
体
験

林
業
等
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
環
境
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
愛
知
所
］
七
月
十
九
日
、
第
九
回
名
古
屋
シ

テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業
「
雑
草
に
負
け
ず

大
き
く
育
て
よ
う
」（
下
刈
作
業
）
が
段
戸
国

有
林
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
十
一
名
の
隊
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
は
、
平
成
十
五
年
度
に
本
事
業
に
て
ヒ

ノ
キ
の
植
付
を
行
い
、
そ
の
後
、
継
続
し
て
下

刈
作
業
を
実
施
し
て
い
る
箇
所
で
す
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
、
雨
具

を
着
用
し
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
隊

員
は
植
栽
木
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
丁
寧
に
下
刈

を
行
い
、
予
定
よ
り
早
く
作
業
は
完
了
で
き
ま

し
た
。

　

午
後
は
、
作
業
道
具
を
鎌
か
ら
鋸
に
持
ち
替

え
、
針
広
混
交
林
と
す
る
た
め
の
複
層
林
施
業

地
に
お
い
て
、
植
栽
木
を
被
圧
し
て
い
る
シ
ロ

モ
ジ
除
去(

除
伐)

作
業
と
、
樹
名
板
取
り
付

け
作
業
の
二
班
に
分
か
れ
実
施
し
ま
し
た
。

　

除
伐
作
業
で
は
、
株
立
ち
に
な
っ
た
シ
ロ
モ

ジ
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
植
栽
さ
れ
た
広

葉
樹
の
生
長
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
樹
名

板
の
設
置
に
よ
り
、
隣
接
す
る
東
海
自
然
歩
道

利
用
者
へ
の
森
林
づ
く
り
や
樹
木
等
の
Ｐ
Ｒ
に

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

森
の
案
内
人
盛
況
の
う
ち
に
終
わ
る

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

チェーンソーの手入れについて
説明を受ける林大生

ハンノキの除伐作業を体験
（阿久比高校）

森林の話、わかったよ

小
雨
の
中
、下刈

・
除
伐
作
業
等
を
実
施
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参
加
隊
員
か
ら
は
、「
下
刈
と
除
伐
を
体
験
で

き
大
変
だ
っ
た
が
楽
し
か
っ
た
。」、「
樹
名
板

の
取
り
付
け
を
行
い
勉
強
に
な
っ
た
。」
等
の

意
見
も
聞
か
れ
、
怪
我
も
な
く
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
一
日
と
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
七
月
二
十
七
日
〜
二
十
九

日
の
三
日
間
、
名
古
屋
市
内
の
大
曽
根
地
区
の

夏
祭
り
イ
ベ
ン
ト
に
名
古
屋
事
務
所
か
ら
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
地
元
の
商
店
街
が
行
っ
た
も
の

で
、
子
供
た
ち
が
少
し
で
も
自
然
に
興
味
を
持

ち
、
森
林
の
大
切
さ
を
学
ん
で
欲
し
い
と
の
要

望
に
応
え
た
も
の
で
す
。　
　
　
　
　

　

名
古
屋
事
務
所
か
ら
は
森
林
の
大
切
さ
を
学

ぶ
パ
ネ
ル
展
示
、丸
太
切
り
体
験
と
鉛
筆
立
て・

壁
掛
け
作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

梅
雨
も
明
け
三
日
間
と
も
真
夏
の
太
陽
が
照

り
つ
け
て
い
ま
し
た
が
、
小
学
生
を
中
心
に
大

勢
の
親
子
連
れ
が
丸
太
切
り
な
ど
の
体
験
に
訪

れ
ま
し
た
。
鋸
を
持
つ
の
に
慣
れ
て
い
な
い
子

が
多
く
、使
い
初
め
は
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、

暑
さ
に
負
け
ず
、
最
後
ま
で
切
り
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。

　

切
り
口
か
ら
の
ヒ
ノ
キ
の
良
い
香
り
に
感
激

し
な
が
ら
、
自
分
で
切
っ
た
木
に
穴
を
開
け
自

分
だ
け
の
鉛
筆
立
て
や
壁
飾
り
を
完
成
さ
せ
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
い
っ
た
機
会
を
通
じ
、
子
供
た

ち
に
森
林
や
自
然
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
八
月
十
四
日
、
中
津
川
市
付
知
町

に
あ
る
道
の
駅「
花
街
道
付
知
」に
お
い
て「
第

二
七
回
つ
け
ち
夢
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
当

署
か
ら
六
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
民
と
お
盆
の
時
期
に

帰
省
し
た
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
て
お
り
、毎
年
多
く
の
家
族
連
れ
で
、

大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
し
た
が

三
十
張
り
ほ
ど
の
テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
、
盛

況
の
中
、
当
署
も
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
や
木
製

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
の
作
成
、
パ
ネ
ル
を
使
用
し

た
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
等
を
行
い
ま
し
た
。
中
で
も

木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
は
子
供
達
に
大
変
な
人
気

で
、
様
々
な
大
き
さ
の
木
片
を
真
剣
な
表
情
で

選
び
な
が
ら
熱
心
に
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

　

中
に
は
四
十
㌢
を
超
え
る
大
き
な
作
品
や
き

れ
い
に
色
を
塗
ら
れ
た
作
品
な
ど
、
子
供
た
ち

の
豊
か
な
発
想
力
に
参
加
し
た
職
員
も
感
心
し

て
い
ま
し
た
。

　 

［
指
導
普
及
課
］
第
一
回
森
林
パ
ノ
ラ
マ

ウ
ォ
ー
ク
を
七
月
十
九
日
湯
ノ
丸･

高
峰
自
然

休
養
林
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
般
市
民
を
対
象
に
国

有
林
に
お
い
て
、
自
然
観
察
等
を
楽
し
み
な
が

ら
豊
か
な
自
然
に
親
し
み
学
ん
で
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
の
様
々
な
取
り
組
み

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
募
集
し
た
も
の

で
、
百
二
十
五
名
の
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で

選
ば
れ
た
七
十
五
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
登
山
コ
ー
ス
（
東
篭
ノ
登
〜
水
ノ

塔
〜
高
峰
温
泉
）
五
班
と
散
策
コ
ー
ス
（
鏡
池

〜
三
方
ヶ
峰
〜
雲
上
の
丘
）
三
班
に
分
か
れ
、

東
信
署
及
び
局
職
員
の
案
内
に
よ
り
実
施
し
ま

し
た
。

　

登
山
コ
ー
ス
は
、
霧
の
た
め
三
百
六
十
度
の

パ
ノ
ラ
マ
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
テ
ガ

タ
チ
ド
リ
、
タ
カ
ネ
ニ
ガ
ナ
な
ど
が
可
憐
に
咲

き
、参
加
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

散
策
コ
ー
ス
で
は
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事

業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
歩
道
沿
い
に
、
ア
ヤ

メ
・
ヤ
マ
オ
ダ
マ
キ
な
ど
様
々
な
植
物
が
咲
き

乱
れ
、
な
か
で
も
高
山
植
物
の
女
王
と
呼
ば
れ

る
コ
マ
ク
サ
は
、
東
御
市
な
ど
地
元
の
手
厚
い

保
護
に
よ
り
三
方
ヶ
峰
に
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
今
度
は
友
だ
ち
を
案
内

し
て
み
た
い
。」、「
単
独
で
は
こ
の
よ
う
な
場

所
へ
登
山
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
イ
ベ
ン

ト
を
組
ん
で
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。」
と
の
声
も
聞
か
れ
霧
の
中
の
登
山
・

散
策
で
し
た
が
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で

す
。

参加した隊員のみなさん

ヒ
ノ
キ
の
香
り
を
か
い
だ
よ
！

暑
さ
に
負
け
ず
ク
ラ
フ
ト
熱
中

切れるかな

力作を両手にニッコリ

熱心に説明する下岡森林官
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［
企
画
調
整
室
］
開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
回
初
の
試
み
と
し
て
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
し
た
現
地
視
察
会
を
、
七
月

三
十
一
日
、
森
林
浴
発
祥
の
地
で
あ
る
木
曽
森

林
管
理
署
管
内
の
赤
沢
自
然
休
養
林
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
現
地
視
察
会
は
、
国
有
林
の
現
地
を
見

て
み
た
い
と
の
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

要
望
に
お
応
え
す
る
と
と
も
に
、
現
地
視
察
を

通
じ
て
国
有
林
の
業
務
に
関
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
平
成
十
六
年
度
か

ら
本
年
度
ま
で
の
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
の
中
か
ら

今
回
の
視
察
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
た
方
と
そ

の
ご
家
族
等
、総
勢
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

現
地
視
察
会
の
開
始
に
当
た
り
、
森
林
教
室

広
場
で
木
曽
森
林
管
理
署
長
よ
り
管
内
国
有
林

と
赤
沢
自
然
休
養
林
の
概
要
を
説
明
し
、
森
林

鉄
道
～
樹
齢
三
〇
〇
年
以
上
の
ヒ
ノ
キ
の
森
林

～
駒
鳥
コ
ー
ス
～
ふ
れ
あ
い
の
道
と
経
由
す
る

散
策
コ
ー
ス
を
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
成
立
過
程
、

自
生
す
る
植
物
、
伊
勢
神
宮
の
御
神
木
の
伐
採

方
法
等
に
つ
い
て
、
木
曽
森
林
管
理
署
業
務
第

一
課
長
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
約
三
時
間
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

胸
高
直
径
八
十
四
㌢
㍍
、
樹
高
三
十
二
㍍
の

ヒ
ノ
キ
大
樹
の
前
で
は
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
「
将
来
に
わ
た
っ
て

木
曽
ヒ
ノ
キ
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
に
次

代
を
担
う
ヒ
ノ
キ
の
幼
樹
を
育
て
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
に
は
十
分
な
光
を
地
表
に
届
け
る
た

め
の
抜
き
切
り
と
い
う
施
業
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。」
等
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
育
成
に
関
す
る
中

部
森
林
管
理
局
の
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
日
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
「
森
林
の
歴

史
が
分
か
っ
た
。」、「
知
人
に
も
教
え
た
い
。」

「
秋
に
も
来
て
み
た
い
。」、「
他
の
コ
ー
ス
も
見

た
い
。」
等
の
意
見
に
加
え
て
、「
も
っ
と
専

門
的
な
話
が
聞
き
た
か
っ
た
。」、「
時
間
が
短

か
っ
た
。」、「
も
っ
と
深
い
森
林
を
歩
き
た
か
っ

た
。」、「
御
神
木
伐
採
の
ビ
デ
オ
を
見
た
か
っ

た
。」
等
の
様
々
な
ご
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
次
回
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

               　
　

  

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 　

八
月
一
日
付

▽�

林
野
庁
出
向
（
森
林
整
備
部
治
山
課
施
設
計

画
班
計
画
係
長
へ
）（
飛
騨
署
治
山
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井
健
太
郎

▽�

林
野
庁
出
向
（
林
政
部
経
営
課
組
合
事
業
班

監
査
係
長
へ
）（
北
信
署
総
務
課
総
務
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
知　

英
樹

▽�

総
務
部
職
員
厚
生
課
共
済
組
合
係
長
（
南
信

署
豊
丘
森
林
事
務
所
首
席
森
林
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
賀　
　

茂

▽�

南
信
森
林
管
理
署
豊
丘
森
林
事
務
所
首
席
森

林
官
（
職
員
厚
生
課
共
済
組
合
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
村　

正
之

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
治
山
課
長
（
飛
騨
署
治
山

課
技
術
専
門
官
）　　
　
　
　

  

山
田　

茂
樹

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
治
山
課
技
術
専
門
官
（
東

濃
署
業
務
第
二
課
技
術
専
門
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

元

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
双
六
森
林
事
務
所
森
林
官

（
飛
騨
署
久
々
野
森
林
事
務
所
森
林
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

英
雄

▽�
岐
阜
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
技
術
専
門
官

（
岐
阜
署
業
務
第
一
課
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洞
口　

豊
美

▽�

東
濃
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
技
術
専
門
官

（
岐
阜
署
業
務
第
一
課
技
術
専
門
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
藤　

治
夫

▽
北
信
森
林
管
理
署
総
務
課
総
務
係
長
（
南
信

�

署
業
務
第
二
課
販
売
係
長
）  　
　

井
上　

元
晴

▽�

北
信
森
林
管
理
署
黒
姫
森
林
事
務
所
森
林
官

（
中
信
署
大
野
川
森
林
事
務
所
森
林
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
川　

直
子

▽�

中
信
森
林
管
理
署
大
野
川
森
林
事
務
所
森
林

官
（
森
林
整
備
課
造
林
係
）　  

須
貝
佳
那
子

▽�

南
信
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
販
売
係
長

（
北
信
署
黒
姫
森
林
事
務
所
森
林
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　
　

啓

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
久
々
野
森
林
事
務
所
森
林

官
（
飛
騨
署
中
洞
森
林
事
務
所
森
林
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀　
　

恵
助

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
中
洞
森
林
事
務
所
森
林
官

（
岐
阜
署
総
務
課
経
理
係
長
）    

芹
田　

滋
弘

▽�

飛
騨
森
林
管
理
署
尾
神
森
林
事
務
所
森
林
官

（
計
画
課
経
営
計
画
第
二
係
）　

川
本　

芳
光

▽�

岐
阜
森
林
管
理
署
総
務
課
経
理
係
長
（
飛
騨

署
双
六
森
林
事
務
所
森
林
官
）
湯
浅　

正
明

▽�

岐
阜
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
森
林
ふ
れ
あ

い
係
長（
飛
騨
署
尾
神
森
林
事
務
所
森
林
官
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
倉　

豊
樹

 　

八
月
八
日
付

▽�

岐
阜
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
付
（
岐
阜
署

業
務
第
一
課
付
）　　

 　

 　
　

井
上　

典
子

説明を熱心に聞き入るモニターのみなさん

人
 
の
 
う
 
ご
 き
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［
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］
長
野
県
上
松
町
小
川

入
国
有
林
で
昭
和
五
十
九
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
ヒ
ノ
キ
複
層
林
試
験
」
は
、
複
層
林
施
業

と
し
て
、
六
〇
％
の
伐
採
を
行
っ
た
ヒ
ノ
キ
人

工
林
（
伐
採
時
林
齢
八
七
年
生
）
に
お
い
て
、

林
床
に
は
サ
サ
が
無
く
、
伐
採
時
に
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
一
〇
万
本
を
超
え
る
ヒ
ノ
キ
稚
樹
が

あ
り
、
天
然
更
新
に
よ
る
複
層
林
を
目
指
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
伐
採
後
の
下
層
植
生

は
、
マ
ル
バ
ノ
キ
等
の
落
葉
低
木
で
覆
わ
れ
、

ヒ
ノ
キ
稚
樹
は
生
長
に
必
要
な
陽
光
を
得
ら
れ

ず
被
圧
さ
れ
消
失
が
進
み
次
代
を
担
う
ヒ
ノ
キ

が
生
育
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
落
葉
低
木
が
下
層
植
生
で
あ
る
ヒ

ノ
キ
林
の
天
然
更
新
技
術
を
確
立
す
る
た
め
、

平
成
十
二
年
度
に
試
験
地
を
設
定
し
更
新
補
助

作
業
と
併
せ
更
新
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

試
験
地
は
、
長
野
県
木
曽
郡
上
松
町
小
川
入

国
有
林
六
七
い
林
小
班
に
設
定
し
、
落
葉
低
木

の
除
去
方
法
別
に
、
全
刈
区
（
毎
年
・
隔
年
）、

筋
刈
区
（
毎
年
・
隔
年
）、
対
照
区
に
分
け
実

施
し
ま
し
た
。

　

作
業
軽
減
を
目
的
と
し
た
隔
年
の
刈
払
い
に

併
せ
更
に
、
筋
刈
の
刈
幅
も
、
下
層
植
生
高
幅

実
験
林
・
試
験
地
等
紹
介 

1414
 

「
ヒ
ノ
キ
複
層
林
試
験
」 

   「
ヒ
ノ
キ
複
層
林
試
験
」 

    

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

９
月
１
日　

木
曽
署
管
内

◎
防
災
訓
練

　

９
月
３
日　

中
部
森
林
管
理
局
管
内

◎
流
域
調
整
官
会
議

　

９
月
４・５
日　

中
部
森
林
管
理
局

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　

９
月
22
日　

愛
知
所
管
内

◎
木
曽
川
・
森
づ
く
り
in
赤
沢

　

９
月
29
日　

木
曽
署
管
内

（
三
メ
ー
ト
ル
）
と
植
生
高
幅
の
二
倍

刈
払
い
と
分
け
そ
の
効
果
を
比
較
し

ま
し
た
。

　

現
在
の
ヒ
ノ
キ
稚
樹
本
数
は
表
の

と
お
り
で
、
ヒ
ノ
キ
稚
樹
は
多
い
と

こ
ろ
で
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
二
万

本
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
照

区
を
除
き
ヒ
ノ
キ
稚
樹
の
少
な
い
と

こ
ろ
で
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

二
万
本
程
度
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

更
新
補
助
作
業
開
始
か
ら
五
年
が

経
過
し
た
も
の
の
、
相
対
光
量
子
と

ヒ
ノ
キ
稚
樹
本
数
に
相
関
関
係
が
現

れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、

隔
年
や
刈
幅
別
と
い
っ
た
作
業
軽
減

の
比
較
に
つ
い
て
も
、
効
果
的
な

方
法
を
見
出
す
ま
で
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

徐
々
に
効
果
が
現
れ
始
め
て
い
る
の
で
、
今
後

も
継
続
調
査
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

伐
採
後
二
十
年
が
経
過
し
、
上
層
木
の
林
冠

も
鬱
閉
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
受
光
伐
を
行
い
複

層
林
施
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

◇
所
在
地
…
長
野
県
木
曽
郡
上
松
町

　
　
　
　
　

小
川
入
国
有
林
六
七
い
林
小
班

ヒノキ稚樹の状況

更新補助作業（筋刈３ｍ）の状況

No.1 

No.2 

No.3 

No.4 

No.5 

No.6 

No.7

試験区 

全刈・毎年 

3m刈・隔年 

対照 

全刈・隔年 

6m刈・毎年 

6m刈・隔年 

3m刈・毎年 

作業方法 

124,000 

113,750 

15,500 

34,500 

20,750 

94,750 

45,250

ヒノキ本数 

（本／ha） 

相対光量子 

（％） 

11 

6 

1 

12 

2 

11 

19

ヒノキ稚樹本数（平成18年現在） 
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［
北
信
署
］
日
本
で
、
海
か
ら
一
番
遠
い
地
点

は
、
北
緯
三
十
六
度
十
分
二
十
五
秒
、
東
経

百
三
十
八
度
三
十
五
分
○
一
秒
の
地
点
で
、
長

野
県
佐
久
市
田
口
字
榊
山
の
旧
臼
田
町
の
榊
山

国
有
林
十
二
林
班
れ
小
班
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
点
は
、
静
岡
県
富
士
市
の
田
子
の
浦

港
か
ら
百
十
四
・
八
六
㌔
㍍
、
新
潟
県
上
越
市

直
江
津
か
ら
百
十
四
・
八
六
㌔
㍍
、
糸
魚
川
市

梶
屋
敷
か
ら
百
十
四
・
八
七
㌔
㍍
、
神
奈
川
県

小
田
原
市
国
府
津
か
ら
百
十
四
・
八
六
㌔
㍍
離

れ
て
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
北
海
道
で
最
も
離
れ

た
地
点
は
、
石
狩
山
地
美
瑛
岳
の
東
約
七
㌔
㍍

で
、
海
岸
線
か
ら
百
八
・
二
㌔
㍍
の
よ
う
で

す
。

　

こ
の
場
所
に
自
動
車
で
行
け
る
の
は
、
麓
の

雨
川
ダ
ム
湖
畔
に
あ
る
保
養
セ
ン
タ
ー
湖
月
荘

ま
で
、
田
口
峠
に
向
か
っ
て
県
道
九
十
三
号
線

を
登
っ
て
い
く
と
、
右
手
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
先
は
ゲ
ー
ト
で
閉
鎖
さ
れ
た
林
道
を

一
・
三
㌔
㍍
、
さ
ら
に
沢
づ
た
い
の
歩
道
を
一

北信森林管理署 
（各署の景勝地等を紹介） 

とう やま 

やま 

28

『
日
本
一
海
か
ら
遠
い
地
点
』

㌔
㍍
程
、
合
計
二
・
三
㌔
㍍
の
道
程
を
ひ
た
す

ら
歩
い
て
登
る
と
群
馬
県
南
北
村
と
の
境
界
尾

根
に
程
近
い
長
野
県
の
山
の
中
に
標
識
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

 　

平
成
八
年
に
筑
波
大
学
の
学
生
が
海
か
ら

一
番
遠
い
場
所
を
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省
）

国
土
地
理
院
に
問
い
合
わ
せ
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
国
土
地
理
院
の
職
員
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

駆
使
し
、
一
ヶ
月
か
け
て
割
り
出
し
た
そ
う
で

す
。

　

な
お
、
日
本
で
海
岸
線
か
ら
一
番
遠
い
地
点

へ
行
く
と
、
佐
久
市
観
光
協
会
か
ら　
『
到
達

認
定
書
』
が
頂
け
る
そ
う
で
す
の
で
、
行
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

問
い
合
わ
せ
、
申
請
場
所
は
…
佐
久
市
役
所

　

臼
田
支
所　

経
済
課
商
工
観
光
係

　

電
話
（
〇
二
六
七
）
八
二
―
三
一
一
一
一

◇
ア
ク
セ
ス
方
法

　
［
公
共
交
通
機
関
］

　

�

Ｊ
Ｒ
臼
田
駅
か
ら
田
口
峠
へ
自
動
車
で
約

十
五
分
、
徒
歩
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日本一海から
遠い地点の標柱

編集　中部森林管理局総務課広報

第１回国有林モニターアンケートの結果概要 企画調整室 

平成１９年度国有林モニターへの第一回目のアンケートを７月に実施し、３０名のモニターの皆様に答えていただきました。 
その概要は次のとおりです。 
 
問　国有林モニターになる以前から「美しい森林づくり」という
　　言葉を知っていましたか。 
解答 
 
 
 
 
 
問　「美しい森林づくり」を進めるに当たっては何を重点的に取
　　り組むべきだと思いますか。（一つだけ選択） 
解答　複層林、混交林等多様な森林……… １４ 
　　　計画的な間伐の実施………………… ７ 
　　　間伐材の利用促進…………………… ４ 
　　　山地災害を防止する治山事業……… ３ 
　　　間伐経費の節減……………………… ２ 
 
問　木材や木材製品にどのようなイメージを持っていますか。 
　　（複数選択） 
解答　健康によい…………………………… ２３ 
　　　居住性がよい………………………… ２１ 
　　　木肌が美しい………………………… １９ 
　　　湿度を調整する……………………… １９ 
　　　再生産できる………………………… １８ 
　　　肌触りがいい………………………… １７ 
　　　高級感がある………………………… １４ 
　　　環境保全に役立つ…………………… １４ 
　　　二酸化炭素を固定する……………… １２ 
　　　価格が高い…………………………… １２ 
　　　燃えやすい…………………………… ８ 
　　　軽い割に強い………………………… ６ 
　　　地震に弱い…………………………… ５ 

問　住宅を建てるとしたら木造にしますか。 
解答 
 
 
 
 
 
問　森林計画を作る際には検討会を開いています。機会があれ
　　ばその会議に参加したいと思いますか。 
解答 
 
 
 
 
 
問　中部森林管理局の管内に、日本三大美林の一つである木曽
　　ヒノキの森林があることを知っていますか。 
解答　見たことがある…………………… １２ 
　　　知っているが見たことはない…… １５ 
　　　知らない…………………………… ３ 
 
問　将来にわたって木曽ヒノキを維持管理していくため、森林の
　　状況に応じて、その取扱方法を森林計画に定めています。　
　　このうち、地面を笹が覆っていたり森林内に光が届かないた
　　めにヒノキの幼樹が生育していない森林については、抜き切
　　りをして光を当ててヒノキの幼樹を育てる施業が必要だと
　　考えています。このことについて、どうお考えになりますか。 
解答　適切な施業は必要である………… ３０ 
　　　施業は必要ない…………………… ０ 
 

人 

人 
人 

人（全員） 

はい 
11人 

いいえ 
19人 

はい 
24人 

いいえ 
6人 

はい 
25人 

いいえ 
5人 


